
東海大学望星技術士会 役員会議事録（HP 掲載用） 

表  題 東海大学望星技術士会 令和 6 年度 第 9 回役員会 議事録 

１．日時 2025 年 1 月 25 日（土）16：00～18：15 

２．場所 Web 会議（Zoom） 議事録作成担当：齋藤 寛 

３．出席者 

（敬称略） 

 

【望星技術士会役員会】  

〇役員（会計監事を除く） 参加 11 名、委任 8 名、計 19 名：役員総数 22 名 

役員の出席・委任数が過半数を占めているので本会は成立した。（会則第 18 条の 3） 

〇会計監事 0 名、オブザーバー0 名 

４．配布 

資料 

(1) 令和 6 年度第 9 回役員会 討議事項会議次第 

(2) 令和 6 年度第 8 回役員会（前回）議事録 

(3) 令和 6 年度委員会報告：①大学イベント運営委員会（今回なし・当日共有）、②会員

イベント運営委員会、③会報編集委員会（今回なし）、④会計委員会（今回なし・当

日共有）、⑤情報管理委員会、⑥大議連・技術士会連絡委員会（今回なし）、⑦その

他 

５．確認・

審議・報告

事項・その

他 

【確認事項】 

(1) 前回議事録内容は原案のまま承認された 

 

【報告事項・審議事項】 

(1) 委員会報告（活動内容の報告と懸案事項の紹介）について 

① 大学イベント運営委員会 

-1 建築都市学部建築学科・出前授業 ※開催概要は前回報告のとおり 

  ・位置づけ：（授業）生産・構法 B（必修、建築学科 1 年生） 

  ・参加者：教員 1 名（渡部先生）、学生 104 名 

  ・実施者：望星技術士会 2 名、他 1 名 

  ※報告書は作成中（FB 記事は作成済み） 

-2 工学部機械システム工学科・出前授業 ※開催概要は前回報告のとおり 

・位置づけ：（授業）入門ゼミナール B（必修、機械システム工学科 1 年生） 

  ・参加者：教員 1 名（落合先生）、学生 139 名 

  ・実施者：望星技術士会 2 名 

※報告書は作成済（HP 掲載済） 

-3 建築都市学部土木工学科・出前授業 ※開催概要は前回報告のとおり 

・位置づけ：（授業）入門ゼミナール B（必修、土木工学科 2 年生） 

  ・参加者：教員 1 名（落合先生）、学生約 80 名 

  ・実施者：望星技術士会 5 名 

  ※報告書は作成中（FB 記事は作成済み） 

-4 海洋学部海洋理工学科・出前授業 ※開催概要は前回報告のとおり 

・位置づけ：（授業）入門ゼミナール B（必修、海洋理工学科 1 年生） 

  ・参加者：教員 1 名（二木先生）、学生約 59 名 

  ・実施者：望星技術士会 4 名 

  ※報告書は作成中（FB 記事は作成済み、大学公式 SNS（Instagram）で公開済み） 

  ※今後、第一次試験申込時期に受験説明会、試験前に激励会を実施する 



  会員イベント運営委員会 

・活動提案の説明：防災に関する啓蒙の冊子作成、先生・会員・学生の多様な専門

分野の視点で論文を募る（文章量（目標ページ数）は要調整） 

・11 月に防災のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催（論文集約前に開催し検討の方向性を見出す） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑは 10 周年記念事業とし、秋の講演会とする 

・全体構成を委員会で整理（テーマ、分担など）、先生・会員等と相談・調整 

② 会報編集委員会 

・会長に巻頭言を依頼済み 

・日本技術士会経営工学部会見学会参加報告、R6 年度総会開催報告は提出済み 

大学イベント運営委員会関連の他の開催報告の完成状況が不明。確認のうえ査読

後 HP 掲載の指示を出す 

・「会員からの一言」は廃止の方向で検討中 

※会報の全体構成を委員会で整理し、次回報告する 

③ 会計委員会 

・前回報告以降の経費精算（技術士第一次試験関連図書購入費と送料、清水ｷｬﾝﾊﾟｽ

出前授業の交通費）合計 38,456 円 

  ・活動協力金は前回報告以降２名の入金、合計 8 名で金額は 84,000 円、銀行残高

582,614 円となった 

  ※10 周年記念冊子印刷の費用は、企業からの協賛なども考えられるが、本会の知名

度からは困難。HP 掲載など予算は使わない方向で考える 

⑤ 情報管理委員会 

  -1 ホームページの対応について 

・HP 更新中、修正作業待ち。役員名簿は修正済み 

  ※HP トップに大学技術士会連絡協議会加盟校のリンクの追加を再度検討する 

-2 望星技術士会 Facebook 

※FB は原稿提出によりすぐに掲載している。他に情報があれば原稿を送ること 

⑥ 大技連・技術士会連絡委員会 

・大技連総会の開催を検討中、前回幹事会では決まっていない 

・本日 Web 会議を予定。３～４月に東京理科大学飯田橋ｷｬﾝﾊﾟｽでの開催案が有力 

 

（2）その他報告事項 

1/20 副会長・事務局グループ会議の報告 

① 次年度に向けた役員人事について ※配布資料のとおり 

・2 年の任期で、新たに全員を新役員として選任する 

・各委員会のマンパワーを考慮し、補強・再編を検討する 

・「役員の補充」「増員した際の任期」「途中退任」について会則に追記する 

② 日本技術士会との相互協定について ※配布資料のとおり 

 ・メリット・デメリット、必要性など再確認 

③ 任意の会費制導入について ※配布資料のとおり 

・当分の間導入は棚上げとする（検討は継続） 

④ 賛助会員の位置づけと HP の賛助会員バナーについて ※配布資料のとおり 



・賛助会員の位置づけを明確ににし、HP 閲覧者増加を図る（会員名簿・会員紹介

集の活用、バナー掲載が賛助会員のメリットをとなるように） 

⑤ 会報 10 周年記念誌の作成ついて ※配布資料のとおり 

・次号（9 号）は通常の発行とし、会報 10 号を 10 周年記念誌とする 

⑥ 次年度の会長について ※配布資料のとおり 

・山本先生に継続していただくが、後任は副会長・事務局と協議・調整を図る 

⑦ 令和 7 年度総会について ※配布資料のとおり 

・7 月開催、会場は湘南ｷｬﾝﾊﾟｽ。10 周年のﾒｲﾝｲﾍﾞﾝﾄとして位置づける 

※特別講演講師案（ex.ソーラーカーの木村先生ほか）。講師は会員からも検討する 

※先生の総会参加を事前に PR し会員との交流機会（名刺交換、懇親会）を工夫 

※各学部学科のﾄﾋﾟｯｸｽ（卒業生の進路、就職状況など）を先生方に紹介してもらう 

※先生方と会員の交流に向けて、総会参加者（役員以外）を紹介する時間を取る 

※総会の実施内容は副会長・事務局グループ会議で検討する 

 

⑧ その他 

※秋の講演会（見学会・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ）の検討に着手 

※ホームカミングデー（建学祭）への対応について、同窓会に確認 

※今年の技術士第一次試験の日程等が決まった（11 月 23 日） 

※新年度の役員会開催日程を確認のこと 

 

 (3) 次回役員会開催 

・開催日時：2 月 22 日（土）16 時～  

 

以上 

 


